
 

 

 

 

 

 

 

 

 

『挨拶』が飛び交う北見支援学校 

教頭 林 英孝 

本校では令和７年度学校経営方針のキーワードとして、４つのつながり（「指導のつながり」、

「地域とのつながり」、「保護者とのつながり」、「教職員同士のつながり」）を掲げ、児童生徒の更

なる成長を目指しています。これらの、「つながり」を実現するためには、『挨拶』が大切な要素で

あると考えています。なぜなら挨拶は、人と人とをつなぐ大切な「言葉の橋渡し」だからです。 

毎日、児童生徒が登校した際に「おはようございます」と先生方と挨拶を交わす姿や、場面に応

じて「ありがとうございます」「失礼します」「さようなら」などと、それぞれが目線や、身振り手

振りなどで挨拶（表出）する姿を見て、心と心のつながりを実感し、とても前向きな気持ちになり

ます。今では、先生方へ自分から挨拶する児童生徒も増え、とても頼もしく大きな成長を感じてい

ます。 

 また、児童生徒の挨拶から、日常の私たち自身の挨拶を見つめ直し、改めて手本を示す存在であ

ることを再認識させられています。ところで、挨拶には次のような様々な効果（例）があります。 

まだまだ厳しい暑さが続きますが、健康安全に十分に留意し充実した夏休みになることを願っ

ています。 

そして、２学期始業式では、元気な挨拶を交わせることを楽しみにしています。 

                                                                

保護者の皆様へ（ご連絡） 

先日、文部科学省から「児童生徒性暴力等の防止等に関する教師の服務規律の確保の徹底につ

いて」 、通知がありました。本校では、教職員が児童生徒に対する盗撮やわいせつなどの性暴力

行為を絶対にしないよう、指導を徹底しています。関係資料については、学校 HP の「資料」＞

「主な相談窓口」をご確認ください。また、このことについて気になることがありましたら教頭ま

でご連絡ください。 

 

 

■ 挨拶の効果（例） 

１ ポジティブホルモンの分泌 

気持ちの良い挨拶を交わすと、セロトニンやオキシトシンといった幸せホルモンの分泌が促されます。

これにより、気分が良くなり、ストレス解消にもつながります。 

２ 脳の活性化 

 朝の挨拶は、脳を目覚めさせる効果があります。声を出すことで、脳が活動モードに切り替わります。 

３ チームワークの向上 

メンバー間で交わされる挨拶は、チームの一体感を高めます。お互いを認め合い、協力し合える雰囲

気づくりの基礎となります。 

４ 感情コントロール力の向上 

気分が悪い時でも挨拶をする習慣は、感情をコントロールする力を育てます。これは社会生活を送る

上で重要なスキルとなります。 

 

北海道北見支援学校              

学校だより   
教育目標：一人一人の児童生徒が自立し、社会参加するための教育を目指す 

       ☆生活する力 ☆協力する力 ☆はたらく力 ☆とりくむ力 
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「小学部運動会」          文責：長尾 麻由子 

 
６月６日（金）、開会式で校長先生の「エイエイオー！」の掛け声に合わせて、子供たちが右手を高く挙げ

てスタートした小学部運動会。風が強い中でしたが気温に恵まれ、のびのびと体を動かすことができました。

恒例の徒競走と運命競技の他に、運動会の旗を紹介する場面を設けたり、ダンス（よさこい）を披露したりし

ました。 

徒競走では、保護者席に走り出したい気持ちをぐっとこらえてゴールに向かいました。アリの誘惑に負け

そうな子もいましたが、全員が見事にゴールしました。また、旗の紹介では、頑張って色塗りをしたことや旗

に書かれたテーマを発表するなど、自分なりの言葉で一生懸命伝えていた姿が印象的でした。 

 練習の成果を十分に発揮できた運動会でした。実施に関わり、たくさんのご協力をいただき、ありがとうご

ざいました。 

 

 

「中学部運動会」          文責：中島 脩人 

 

 ６月５日（木）、応援合戦の声が響きわたる中、快晴の下で中学部運動会が実施されました。今年の運動会

では徒競走、団体種目３本勝負（大玉運び、玉入れ、カードめくり）を行いました。 

 団体種目３本勝負では、各種目にわたって白熱した勝負が行われました。白組と紅組のチームに分かれて、

仲間と協力しながらレースを競った「大玉運び」。全員がルールを守り、最後までボールを籠に投げた「玉入

れ」。周囲を見渡し、自チームの色をより多くするために走った「カードめくり」。たくさんの頑張る姿が見

られました。 

 閉会式では全員が力を出しきったという姿はかっこよかったです。けがなく無事運動会を実施することが

できました。たくさんのご協力をいただき、ありがとうございました。 

 

「高等部北支祭」            文責：山村 聖人 

 

今年度も生徒の普段の学習の成果を多くの方に見ていただくことを目的に準備を進めてきました。北支祭１

日目は新たに開設したカフェグループを含め、５つのグループに分かれ、お客さんに楽しんでもらえるように

日頃の学習の成果を発表しました。２日目は、予定していた有志発表が熱中症対策により延期になってしまい

ましたが、楽しく学年対抗ゲームに取り組みました。学年対抗ゲームでは、指定されたお題に合わせて言葉を

作る「みんなでそろえてもじぴったん」や制限時間内で自分のチームマークが、上を向くようにサイコロをひ

っくり返し続ける「さいころひっくり返し競争」など全３種目で団結力をぶつけ合いました。 

２日間とおして生徒それぞれのいきいきとした表情や活躍する姿を見ていただけたと思います。お忙しい

中、参加してくださった皆さん、ありがとうございました。次年度も是非、北支祭に参加していただき、生

徒の輝いている姿を見に来ていただけるのをお待ちしています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「小学部 6 年生見学旅行」        文責：河﨑 駿太 
７月 2日・3日の日程で網走方面へ見学旅行に行ってきました。事前学習では、スケジュール確認やマナ

ーの確認、買い物練習をして本番に向けて準備を進めてきました。出発の朝、「いよいよ出発だ！」と胸が高

鳴る中、たくさんの先生や保護者に見送られ、ドキドキとワクワクの見学旅行がスタートしました。女満別

空港では、すぐ目の前で飛行機が飛び立つ迫力に大興奮！荷物を運ぶ車に乗せてもらい特別な体験もできま

した。網走道の駅では、唐揚げ定食を食べた後、買い物をし、自分で選んだお土産やお菓子をうれしそうに

カバンにしまっていました。中には、ソフトクリームを購入して笑顔で頬張る姿も見られました。てんとら

んどで思いっきり体を動かし、汗びっしょりになるまで遊びました。ホテルでは、お風呂に入って、心も体

もリラックスしたようにぐっすり眠りました。 

2 日目は、バイキングの朝食を楽しんでから歩いて消防署へ！放水機や救助用ロープの操作、救急車のタ

ンカーに乗る体験など命を守る仕事の大切さに触れました。ガラス館では、お気に入りのガラス玉を選び、

集中してキーホルダーを作りました。お昼には、とんかつを食べて、思い出いっぱいで学校に帰ってきまし

た。６グループでは協力し合いながら、笑ったり驚いたり、ちょっぴり不安になったり、いろいろな気持ち

をみんなで分け合った 2日間でした。友達と助け合い、自分の力で挑戦した経験のひとつひとつが子どもた

ちの心を大きく育ててくれました。心も体も一回り成長できた見学旅行になりました。 

 

「中学部 2 年生 宿泊研修」      文責：鈴木 愛 

７月９日、10日の日程で北見市内で宿泊研修を行いました。事前学習では、しおりを使って旅程の確認、

各見学先への挨拶決め、夕食のメニュー決めなど、たくさん準備をしました。当日、タクシーに乗って、友

達や先生方に見送られて宿泊研修がスタートしました。日赤看護大学に着くと、大学生から助言を受けなが

ら、赤ちゃんの抱っこ体験、心音体験、身体測定を体験しました。赤ちゃんの鳴き声を聞くと、体をなでて

「大丈夫？」と心配し声を掛ける生徒がいました。アスリートステイズでは、イオンで購入した食材を使っ

て、「おいしい甘口、中辛ハンバーグカレー」を作りました。目をこすりながらタマネギを切ったり、お米を

触ったときに「気持ちいい」と言ってといだりしました。友達とゲームや歌を歌い、楽しい時間を過ごし、

就寝しました。 

 ２日目は、目覚めよく、朝食をしっかりと食べてから北見工業大学まで歩きました。井上教授の話を聞

き、コンクリートの飾り立て、ペンスタンドを制作しました。コンクリートに興味を示し、触ると「重た

い」「硬い」と生徒たちが伝えてくれました。カーリングホールでは、ミニゲームをしました。また、同時

刻に偶然練習していたロコ・ソラーレの選手と写真撮影を行うことができました。 

 体調、天気、出会いに恵まれ、友達と協力しながら活動を楽しんで取り組んでいた姿が印象的でした。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『８～12 月の主な行事』 

８月２２日（金）始業式 １１月８日（土）学習発表会（小中） 

９月 ３日（水）社会体験学習（小） １２月１８日（木）クリスマス会（中） 

９月１０日（水）宿泊研修（小）～１１日まで １２月２３日（水）クリスマス会（小） 

９月１７日（水）見学旅行（中）～１９日まで １２月２４日（水）2 学期終業式 

１０月８日（水）見学旅行（高）～１０日まで １２月２５日（水）冬季休業 ～１月 18 日まで 

 

【編集後記】 

新年度が始まってから早いもので、もう夏休みを迎えようとしています。 

夏休みもたくさん体を動かし、しっかり 3 食食べて生活のリズムを安定させて、より良い思い出をたくさん

作ってください。 

 2 学期に全校のみなさんの元気な姿が見られることを心から楽しみにしています！    【橋本(風)】 

 

「高等部 1 学年宿泊研修」       文責：中畠 由佳 

 ６月４日（水）から５日（木）の２日間、北見・置戸方面にて宿泊研修を実施しました。生徒たちは、北

見市の特産品である「ハッカ」と「玉ねぎ」について事前に学習を深めた上で、探究活動に臨みました。 

１日目は、『ハッカ通商』を訪問しました。爽やかなハッカの香りが漂う館内で、その歴史や効能について

の説明をいただきました。質問コーナーでは、「ハッカはなぜ虫除けになるのか」など、様々な疑問を解決す

ることができました。学習の後には、ハッカジェラートを味わったり、家族へのお土産を買い求めたりする

生徒もいました。 

パラボにて特産品調べと昼食を済ませた後、置戸町にある温泉施設『ゆうゆ』のコテージに到着。夕食は、

みんなでカレーライス作りに挑戦し、おいしいカレーをお腹いっぱいいただきました。いつもは脇役の玉ね

ぎが、今回は特別なものに感じられました！ 

消灯後の深夜や早朝にも、ひそひそと話し声が聞こえる部屋もあったとか･･･？ 

２日目は、『オケクラフト』にて竹とんぼ作りを行いました。講師の指導の下、竹を削ったり、角度を微調

整したりと、試行錯誤しながら自分だけの作品を作り上げることができました。 

２日間の研修をとおして、生徒たちは地域の魅力に触れ、五感を使いながら、多くの学びと経験を得るこ

とができました。また、集団生活のルールを学ぶとともに、仲間との絆をより強くすることができたと感じ

ています。 

この経験を、今後の生活に活かしていくことができるよう、学びをつなげていきます。 

 

「いじめアンケートの結果報告」        文責：橋本 真悟（総合生活部） 

保護者の皆様、先日行いましたいじめアンケートへのご協力ありがとうございました。 

アンケートの結果を受けて、いじめ防止対策委員会で協議した結果、いじめ件数は確認されませんでした。

しかし、アンケート集計後にＳＮＳを使ったいじめと認知される案件が２件発生しました。今一度、安全で

子どもたちが安心して学校生活を送れるよう、教職員一同、いじめの未然防止早期発見に努めてまいります。 

 また、アンケート実施について、数名の保護者よりご意見をいただいています。北海道教育委員会より通

知を受けて全道の学校共通で実施となっていることをご理解いただき、今後もご協力をお願いいたします。 


